
 

二
月
五
日(

木)

、
生
徒
会
役
員
引
継
ぎ
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
初
め

に
新
副
会
長
の
真
桜
さ
ん
か
ら
旧
役
員
へ
の
労
い
の
言
葉
が
あ
り
、
記

念
品
贈
呈
、
旧
生
徒
会
会
長
の
加
奈
さ
ん
か
ら
新
役
員
へ
の
激
励
の
言

葉
と
続
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
副
会
長
の
一
心
さ
ん
か
ら
「
私
た
ち

新
執
行
部
は
先
輩
方
の
思
い
を
引
継
ぎ
、
こ
れ
か
ら
の
西
崎
中
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
学
校
を
盛
り
上
げ
支
え
て
い
き
、
一
人
一
人
が
力
を
合

わ
せ
、
よ
り
良
い
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
」
と
力
強

い
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
新
会
長
の
航
さ
ん
が
「
私
た
ち
新
生

徒
会
は
西
崎
中
を
四
十
年
間
支
え
て
き
た
先
輩
方
の
よ
う
に
、
い
や
そ

れ
以
上
に
様
々
な
問
題
を
解
決
し
、
皆
様
が
楽
し
ん
で
学
校
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。
」
と
、
更
に
力

強
い
言
葉
で
全
校
生
徒
に
宣
言
し
て
い
ま
し
た
。 

 

旧
役
員
の
皆
様
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
新
役
員
の
皆
様
、
こ

れ
か
ら
共
に
力
を
合
わ
せ
、
よ
り
良
い
西
中
を
創
り
ま
し
ょ
う
！ 

今
年
度
最
後
の
力
試
し
！ 

～
第
四
回
定
期
テ
ス
ト
～ 

 

二
月
十
日(

火)

か
ら
三
日
間
、
一
、
二
年

生
を
対
象
に
第
四
回
定
期
テ
ス
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
科
目
は
初
日
が
音
・
技
家
、
二
日

目
が
社
・
国
・
理
、
三
日
目
が
数
・
英
で
し

た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
今
年
度
最
後
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
今
ま
で
以
上
に
集
中
し
て
テ

ス
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た 

学
校
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
！ 

～
第
三
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業
～ 

 

二
月
一
日(

日)

、
卒
業
式
に
向
け 

て
、
学
校
の
環
境
美
化
を
目
的
と
し 

た
第
三
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業
を
開
催
し
ま 

し
た
。
当
日
は
二
十
五
名
の
保
護
者 

に
ご
参
加
頂
き
、
草
刈
り
や
草
木
の 

剪
定
等
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
保 

護
者
の
皆
様
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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西崎中学校 

校長 宮城 義隆 

新
リ
ー
ダ
ー
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
！ 

～
生
徒
会
役
員
引
継
ぎ
式
～ 

～
生
徒
会
・
学
級
役
員
認
証
式
～ 

～
二
学
期
終
業
式
～ 

 
 

面接へ挑む君たちへ 

今週から県立高校特色選抜の面接がスタート

した。筆記試験とは異なる「対面」の緊張感に、

不安を感じている生徒も多いことだろう。私も何

名かの生徒と面接練習を行ったが、練習をしっか

り行い、堂々と答えている生徒や緊張感で思った

通りの受け答えができていない生徒など様々だ。 

 しかし、面接は決してあなたを「ふるいにかけ

る場」ではない。むしろ、これまでの歩みを通じ

て作り上げてきた「あなたという物語」を、直接

伝えるための貴重な機会だ。面接官が知りたいの

は、面接の教科書に載っていそうなきれいな言葉

ではなく、あなたの「声」であり、あなたの「思

い」だ。何に心を動かされ、何を大切にし、何に

全力で取り組んできたのか。そして最も大切なこ

とは、この高校でどんな「夢」を描こうとしてい

るのかだ。これらを自分の言葉で伝えればいいの

だ。たとえ言葉に詰まっても、流暢に話せなくて

も構わない。大切なのは借り物の言葉ではなく、

自分の心から出た言葉で語ることだ。一生懸命に

伝えようとする姿勢こそが相手の心に響くのだ。 

 これから面接を迎える受験生諸君。皆さんにで

きることは、これらのことを踏まえた面接練習を

繰り返すことだ。その努力が自信となり面接本番

で、より自分の「思い」が伝わることだろう。 

  ガンバレ！西中４０期生！健闘を祈る！ 

すべての生徒・職員が安心・充実・挑戦している学校をめざして 

校長の独り言㊱ 


